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土木工事積算基準【R8.10】の訂正について  

令和８年１０月基準（訂正） 令和 8 年１０月基準（現行） 備 考 

０７－０８ 基礎ブロック設置工 

 

[07-08-010]     [D10122220100] （10 個当り） 

名  称 規 格 
単 

位 
Ｗ≦100kg 

100 ＜Ｗ 

≦200kg 

200＜Ｗ 

≦500kg 

500＜Ｗ 

≦1000kg 

土木一般世話

役 
 

人 
0.10 0.10 0.20 0.33 

普通作業員  0.30 0.30 0.60 1.00 

ﾄ ﾗｯｸｸ ﾚｰ ﾝ 4.9ｔ吊 日  0.10 0.20 0.33 

名  称 規 格 
単 

位 

1000 ＜Ｗ 

≦ 2000kg 

2000 ＜Ｗ 

≦ 4000 kg 

4000 ＜Ｗ 

≦ 10000kg 

土木一般世話

役 
 

人 
0.50 0.63 0.71 

普通作業員  1.50 1.88 2.14 

ラフテレン

ｸ ﾚ ｰ ﾝ 

16ｔ吊 
日 

0.50 0.63  

20ｔ吊   0.71 

※注１：Ｗは、基礎ブロック１個当りの質量である。 

２：トラッククレーン及びラフテレンクレーンは、賃料とする。 

３：仮据付又は撤去(本設置の撤去)する場合は、設置歩掛の 50％とする。 

 

０７－０９ 基礎砕石・裏込砕石工 

 

１ 施工パッケージ型積算方式における留意事項 

施工パッケージ型積算方式において、再生骨材等（土場渡し）を使用する場合、下記の積算例

に基づいて算出した現着単価を材料単価とする。 

 

【積算例】再生骨材等（土場渡し）の現着単価（120m3当り） 
名 称 規 格 単位 数量 摘要 

再生骨材（路盤
用） 

セメント・コンクリート再生骨材 
40-0 〇〇 土場渡 

ｍ3 120 
再生処理施設 
積込み渡し 
（土場渡し） 

土砂等運搬 
標準 ﾊﾞｯｸﾎｳ ﾊﾞｹｯﾄ容量 1.3～1.5m3
土砂（岩塊・玉石混り土含む） 

 有り ○○㎞以下 
ｍ3 100 

対象数量は、 
地山換算 

※ 単価の算出は、２次以降単価レベルとする。（５桁目以下の切捨てによる有効数字４桁） 

※ ロス率は、２０％とする。 

※ 土砂等運搬の規格は、ＤＩＤの有り・無し及び運搬距離を除き、上記算出事例のとおりと

する。 

 

０７－１０ 植樹工 

 

１ 適用範囲 

道路植栽工及び公園植栽工については、市場単価「00－15 道路植栽工」「00－16 公園植栽工」

による。 

０７－０８ 基礎ブロック設置工 
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ﾄ ﾗｯｸｸ ﾚｰ ﾝ 4.9ｔ吊 日  0.10 0.20 0.33 

名  称 規 格 
単 

位 

1000 ＜Ｗ 

≦ 2000kg 

2000 ＜Ｗ 

≦ 4000 kg 

4000 ＜Ｗ 
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※注１：Ｗは、基礎ブロック１個当りの質量である。 

２：トラッククレーン及びラフテレンクレーンは、賃料とする。 

３：仮据付又は撤去(本設置の撤去)する場合は、設置歩掛の 50％とする。 

 

０７－０９ 基礎砕石・裏込砕石工 

 

１ 施工パッケージ型積算方式における留意事項 

施工パッケージ型積算方式において、再生骨材等（土場渡し）を使用する場合、下記の積算例

に基づいて算出した現着単価を材料単価とする。 

 

【積算例】再生骨材等（土場渡し）の現着単価（120m3当り） 
名 称 規 格 単位 数量 摘要 

再生骨材（路盤
用） 

セメント・コンクリート再生骨材 
40-0 〇〇 土場渡 

ｍ3 120 
再生処理施設 
積込み渡し 
（土場渡し） 

土砂等運搬 

標準 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積 1.4m3（平積
1.0m3）土砂（岩塊・玉石混り土
含む） 

 有り ○○㎞以下 

ｍ3 100 
対象数量は、 
地山換算 

※ 単価の算出は、２次以降単価レベルとする。（５桁目以下の切捨てによる有効数字４桁） 

※ ロス率は、２０％とする。 

※ 土砂等運搬の規格は、ＤＩＤの有り・無し及び運搬距離を除き、上記算出事例のとおりと

する。 
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道路植栽工及び公園植栽工については、市場単価「00－15 道路植栽工」「00－16 公園植栽工」
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国基準との整合 

 

48 48 
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土木工事積算基準【R8.10】の訂正について  

 

令和８年１０月基準（訂正） 令和 8 年１０月基準（現行） 備 考 

１０－０２ 下層路盤工、凍上抑制層（粗粒材、火山灰、砂）、不陸整正 

（以下を除き赤本による） 

１ 施工パッケージ型積算方式における留意事項 

施工パッケージ型積算方式において、再生骨材等（土場渡し）を使用する場合、下記の積算例

に基づいて算出した現着単価を材料単価とする。 

【積算例】再生骨材等（土場渡し）の現着単価（120m3当り） 
名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

再生骨材 
（路盤用） 

セメント・コンクリート再生骨材 
40-0 〇〇 土場渡 

ｍ3 120 
再生処理施設 
積込み渡し 
（土場渡し） 

土砂等運搬 
標準 ﾊﾞｯｸﾎｳ ﾊﾞｹｯﾄ容量 1.3～1.5m3
土砂（岩塊・玉石混り土含む） 

有り ○○㎞以下 
ｍ3 100 

対象数量は、 
地山換算 

※単価の算出は、２次以降単価レベルとする。（５桁目以下の切捨てによる有効数字４桁） 

※材料補正は２０％とする。 

※土砂等運搬の規格は、ＤＩＤの有り・無し及び運搬距離を除き、上記算出事例のとおりとする。 

 

１０－０３ 路面整正工 

１ 適用範囲 

既設路盤のかき起し又は、路面補修砂利等の敷均し作業に適用する。 

 

２ 施工歩掛 

路面整正工 

ア 使用機械  

路面整正工に使用する機械は、次表とする。 

表 2-1 使用機械 （1日当り） 
施工区分 工 種 組合せ械名 規 格 単位 数量 

車道施工 路面整正工 モーターグレーダ 
排出ガス対策型(第２次基準値) 
3.1ｍ 

台 １ 

 
イ 日当り施工量 

路面整正工における日当り施工量は、次表とする。 

表 2-2 日当り施工量 （1 日・１層当り） 

施工区分 工 種 単位 日当り施工量 

車道施工 路面整正工 ㎡ 1,580 

 
ウ 労務歩掛 

路面整正工における労務歩掛は、次表とする。 

表 2-3 労務歩掛 （１層・100 ㎡当り） 

施工区分 工 種 単位 普通作業員 

車道施工 路面整正工 人 0.14 

（注）１．普通作業は、施工機械の補助的な作業を行う。 

１０－０２ 下層路盤工、凍上抑制層（粗粒材、火山灰、砂）、不陸整正 

（以下を除き赤本による） 

１ 施工パッケージ型積算方式における留意事項 

施工パッケージ型積算方式において、再生骨材等（土場渡し）を使用する場合、下記の積算例

に基づいて算出した現着単価を材料単価とする。 

【積算例】再生骨材等（土場渡し）の現着単価（120m3当り） 
名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

再生骨材 
（路盤用） 

セメント・コンクリート再生骨材 
40-0 〇〇 土場渡 

ｍ3 120 
再生処理施設 
積込み渡し 
（土場渡し） 

土砂等運搬 

標準 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積 1.4m3（平積
1.0m3）土砂（岩塊・玉石混り土
含む） 

有り ○○㎞以下 

ｍ3 100 
対象数量は、 
地山換算 

※単価の算出は、２次以降単価レベルとする。（５桁目以下の切捨てによる有効数字４桁） 

※材料補正は２０％とする。 

※土砂等運搬の規格は、ＤＩＤの有り・無し及び運搬距離を除き、上記算出事例のとおりとする。 

 

１０－０３ 路面整正工 

１ 適用範囲 

既設路盤のかき起し又は、路面補修砂利等の敷均し作業に適用する。 

 

２ 施工歩掛 

路面整正工 

ア 使用機械  

路面整正工に使用する機械は、次表とする。 

表 2-1 使用機械 （1日当り） 
施工区分 工 種 組合せ械名 規 格 単位 数量 

車道施工 路面整正工 モーターグレーダ 
排出ガス対策型(第２次基準値) 
3.1ｍ 

台 １ 

 
イ 日当り施工量 

路面整正工における日当り施工量は、次表とする。 

表 2-2 日当り施工量 （1 日・１層当り） 

施工区分 工 種 単位 日当り施工量 

車道施工 路面整正工 ㎡ 1,580 

 
ウ 労務歩掛 

路面整正工における労務歩掛は、次表とする。 

表 2-3 労務歩掛 （１層・100 ㎡当り） 

施工区分 工 種 単位 普通作業員 

車道施工 路面整正工 人 0.14 

（注）１．普通作業は、施工機械の補助的な作業を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国基準との整合 

 

63 63 


